
す
で
生
誕
の
聞
新
域
地

、
が
国
雪
M
F
る
あ
績
実

体
立
で
オ
ジ
ラ
と
聞
新

け
届
お
を
報
情
る
あ
感

。
す
ま
し
た
い

て
め
つ
み
し
ら
く

聞
新
国
雪

株式会社 エフエム雪国　〒949-6680　新潟県南魚沼市六日町106-1　TEL.025-778-1500　FAX.025-778-1511

デ
ハ
『
る
げ
上
り
盛
で
ど

に
代
年
０
８
９
１
が
』
婚

婚
新
は
後
ル
ブ
バ
。
行
流

の
け
だ
人
二
ね
兼
を
行
旅

ス
レ
数
人
少
や
式
挙
外
海

軒
一
は
代
年
０
０
０
２

　

女
。
』
婚
和
『
け
受
を
響

強
根
は
宴
露
披
た
い
着
ち

の
年
１
１
０
２
。
気
人
い

人
と
人
で
災
震
大
本
日
東

ア
『
、
れ
さ
目
注
が
絆
の

招
は
と
』
有
共
『
の
こ

　

演
る
れ
な
に
役
主
も
客
待

共
さ
し
楽
『
で
皆
、
で
出

備
準
が
人
友
数
複
、
』
有

い
伝
手
を
々
諸
ら
か
階
段

』
有
共
を
間
時
な
せ
幸
『

。
う
い
と
味
意
の
ど
な

ス
キ
に
間
瞬
る
ま
閉
が
扉

に
共
と
人
友
。
出
演
る
す

声
歓
に
実
確
ら
か
だ
案
立

女
男
の
人
友
、
ち
立
き
湧

ロ
セ
や
紙
用
画
色
で
力
協

。
出
演
る
す
え
映
真
写

定
限
月
８
と
月
７
注
受

　

の
ベ
カ
オ
ル
テ
ホ
佐
浦
の

・
ハ
ロ
ア
『
ン
ラ
プ
礼
婚

テ
ホ
は
客
待
招
た
れ
訪
で

ア
『
装
正
の
イ
ワ
ハ
で
ル

の
極
究
の
型
加
参
員
全
る

仁
林
の
ル
テ
ホ
同
。
出
演

ば
れ
す
明
説
「
は
人
配
支

の
と
、
ね
す
で
画
企
い
い

て
着
を
何
。
応
反
的
意
好

放
解
ら
か
み
悩
の
か
く
行

声
の
謝
感
う
い
と
る
れ
さ

人
友
の
へ
談
相
出
演
。
も

人
友
。
も
か
る
え
増
が
ル

り
あ
ら
か
前
は
話
う
い
と

、
ら
か
宴
露
披
、
が
す
ま

ら
か
前
宴
露
披
て
く
な
で

有
共
ば
れ
な
に
り
知
見
顔

」
ら
か
す
ま
え
増
が
間
時

。
た
い
て
し
待
期
と

他
会
員
委
行
実
展
魚
南

　

、
で
催
主
の

第
52

魚
南
回

８
ら
か
日
５
月
９
、
が
展

、
で
期
会
の
間
日
４
で
ま
日

。
る
れ

術
美
の
域
地
、
は
展
同

　

上
向
の
化
文
域
地
と
興
振

募
公
る
れ
か
開
に
的
目
を

町
沢
湯
と
市
沼
魚
南
。
展

、
か
ほ
の
域
地
魚
南
む
含
を

県
野
長
、
体
治
自
の
隣
近

。
る
あ
が
募
応
も
ら
か
ど
な

、
刻
彫
、
画
絵
は
品
作

　

、
で
門
部
４
の
真
写
、
道
書

点
０
４
２
で
計
合
は
年
昨

展
は
付
受
募
応
の
品
作

　

に
中
前
午
の
日
４
日
前
示

品
作
ら
か
後
午
、
れ
わ
行

。
る
れ
わ
行
が
査
審
開
公
の

時
９
前
午
は
付
受
と
入
搬か

ら
12

。
間
時
３
の
で
ま
時

が
付
受
と
入
搬
の
品
作

　

わ
行
が
査
審
と
る
す
了
終

作
む
含
を
果
結
査
審
、
れ

沢
湯
と
課
育
教
会
社
市
沼

力
入
が
員
職
の
課
育
教
町

で
ま
朝
翌
、
い
行
を
業
作

部
０
０
２
１
録
目
品
作
に

目
注
も
誰
。
る
す
刷
印
を

今
が
業
作
な
要
重
い
な
し

。
る
れ
さ
返
り
繰
も
年

沼
魚
南
】
せ
合
問
募
応
【

興
振
化
文
課
育
教
会
社
市

２
０
係

５
‐
７
７

３
‐
７
３

０
館
民
公
町
沢
湯

　６
５２

‐
５

８
７

‐
４

０
６
４
２

を
使
大
流
交
市
沼
魚
南

　

な
み
月
葉
の
手
歌
る
め
務

６
が
ん
さ
み

月
22

デ
、
日

10

ン
コ
恩
謝
年
周

え
加
に
歌
ち
持
く
し
新
け

り
ぎ
に
り
ぎ
に
お
「
曲
楽

ン
ダ
の
内
市
、
を
」
い
た

に
協
農
、
は
曲
楽
の
こ

　

プ
大
拡
量
費
消
メ
コ
る
よ

ア
組
人
三
た
れ
さ
成
結
て

曲
楽
の
て
つ
か
の
ル
ド
イ

弁
お
・
会
動
運
・
足
遠
ネ

に
お
る
守
見
く
し
優
、
当

つ
い
も
私
「
」
ん
さ
り
ぎ

お
に
め
た
の
人
る
す
愛
か

い
と
」
い
た
り
握
り
ぎ
に

さ
し
優
な
か
温
、
で
詩
う

。
る
い
て
ね
重
に

撮
で
地
各
内
市
日
１
月
６

に
旨
趣
、
れ
さ
映
上
も
オ

提
が
協
農
元
地
た
し
同
賛

リ
カ
ヒ
シ
コ
産
沼
魚
の
供

る
握
を
り
ぎ
に
お
き
炊
を

で
り
通
之
牧
沢
塩
、
面
場

。
た
い
て
れ
さ
録

所
場
影
撮
の
日
１
月
６

　

デ
ビ
、
は
で
荘
山
沼
魚
の

か
地
各
た
し
力
協
に
影
撮

の
謝
感
に
れ
連
子
親
ブ
ラ

こ
。
ト
ン
ゼ
レ
プ
が
ん
さ

に
め
た
う
会
ち
立
に
影
撮

ダ
た
け
つ
け
駆
ら
か
京
東

野
真
、
ロ
プ
の
付
振
ス
ン

、
え
交
を
ら
ん
さ
美
由
真

尊
山
海
八
崎
大
は
者
係
関

全
、
せ
わ
合
を
手
に
社
神

組
番
も
ど
子
ビ
レ
テ
版
国

、
れ
さ
用
採
が
曲
楽
の
こ
に

コ
の
潟
新
て
け
向
に
国
全

。
た
し
願
祈
に
う
よ
る
き

育
保
央
中
・
旧
町
沢
湯

　

７
に
場
会
を
園

月
17

、
日

。
た
れ
か
開
が
ト

に
つ
一
の
題
課
の
域
圏
沼

ど
な
館
旅
、
店
商
、
業
農

う
ど
を
者
継
後
で
面
方
多

が
題
課
う
い
と
、
か
る
す

題
課
、
け
受
を
と
こ
る
あ

向
に
決
解
や
し
出
い
洗
の

う
合
し
出
を
恵
知
の
て
け

。
ト
ン
ベ
イ

い
で
ん
悩
に
ぎ
つ
と
あ

　

圏
、
も
に
他
の
者
事
当
る

た
み
て
え
考
を
来
将
の
域

始
を
と
こ
い
し
新
、
人
い

な
人
）
た
め
始
（
い
た
め

け
か
び
呼
を
加
参
も
に
ど

２
と
あ
は
で
町
沢
湯
、
て

に
住
移
、
他
る
す
催
開
回

象
対
を
々
人
つ
持
を
心
関

が
ト
ン
ベ
イ
連
関
る
す
に

さ
画
計
回
２
で
内
都
京
東

意
の
者
加
参
。
る
い
て
れ

域
地
、
ち
立
先
に
換
交
見

に
基
を
料
資
計
推
口
人
の

、
ら
か
者
当
担
の
県
潟
新

の
民
住
域
地
が
少
減
口
人

に
響
影
す
ぼ
及
に
し
ら
暮

説
た
い
砕
み
か
、
て
い
つ

７
９
９
１
は
口
人
県
本

　

の
年
５
４
０
２
べ
比
に
年

減
は
値
計
推

少
31

全
。
％

減
は
均
平
国

少
17

南
。
％

計
合
の
町
沢
湯
と
市
沼
魚

と
年
７
９
９
１
は
口
人
の

で
較
比
の
と
年
５
４
０
２減

少
41

て
れ
さ
計
推
が
％

。
る
い

消
の
り
た
当
人
１
民
住

　

２
１
に
間
年
１
は
動
活
費

省
務
総
う
い
と
、
円
万
４

の
査
調
計
家
年
６
１
０
２

７
１
０
２
。
る
あ
が
値
数

域
地
に
間
年
１
の
ら
か
年

の
円
万
４
２
１
人
１
。
た

す
算
計
純
単
を
費
消
人
個

地
も
上
以
円
億
８
、
ば
れ

消
が
れ
流
の
金
お
で
内
域

間
年
５
ば
れ
す
と
た

で
41消

人
個
。
少
減
の
超
円
億

商
ば
れ
減
ど
ほ
れ
こ
が
費

設
施
楽
娯
、
店
食
飲
、
店

次
相
が
業
廃
や
退
撤
の
等

手
い
担
の
動
活
域
地
、
ぎ

統
伝
や
り
祭
、
し
少
減
も

バ
道
鉄
、
し
退
衰
は
事
行

療
医
。
に
止
廃
線
路
も
ス

の
保
確
材
人
は
野
分
護
介

ら
れ
こ
、
し
増
が
さ
難
困

世
役
現
の
用
費
護
介
療
医

。
る
す
大
増
も
担
負
の
代

建
の
め
た
い
な
し
う
そ
「

め
進
を
換
交
見
意
な
的
設

」
す
ま
い
思
と
い
た

会
工
商
町
沢
湯
て
い
続

　

沢
湯
ら
か
長
会
幸
敏
林
の

、
れ
さ
告
報
が
状
現
の
町

班
４
は
者
加
参
、
後
の
そ

体
具
な
近
身
、
れ
か
分
に

ら
が
な
し
告
報
を
例
事
的

。
た
し
換
交
見
意

潟
新
は
ト
ン
ベ
イ
の
こ

　

の
局
興
振
域
地
沼
魚
南
県

南
、
催
共
町
沢
湯
、
催
主

国
の
佐
浦
。
援
後
市
沼
魚

本
で
生
業
卒
校
高
報
情
際

出
崎
柏
た
げ
上
ち
立
で
町

営
運
が
ん
さ
綾
藤
伊
の
身

。
る
い
て
し
力
協
で
画
企

産
出
年
昨
は
ん
さ
藤
伊

　

伴
同
を
ん
さ
も
ど
子
た
し

。
た
め
務
を
役
行
進
で

ン
ベ
イ
連
関
の
で
京
東

　

8
は
ト

月
24

沢
湯
、
で
日

９
は
催
開
回
次
の
で
町

月

25

今
。
ら
か
時
7
後
午
日

用
を
室
育
保
に
様
同
と
回

加
参
の
代
世
い
広
幅
。
意

。
る
い
て
け
掛
び
呼
を

。
る
あ
に
階
段
う
い
と
保
確

一
ら
か
目
日
８
は
回
今

　

で
会
議
月
６
。
問
質
般

は

13

員
議
の
人

が
76

問
質
の

質
は
で
中
の
会
議
村
町
市

と
す
属
に
方
い
多
が
者
問

会
議
市
同
、
が
る
れ
わ
い

に
数
定
員
議
の
在
現
は
で

へ
案
議
、
は
問
質
般
一

　

の
分
自
、
い
違
と
問
質
の

こ
る
べ
述
も
え
考
や
見
意

時
ち
持
、
き
で
が
と

間
60質

も
で
回
何
、
で
中
の
分

。
る
き
で
が
問

も
ど
子
、
は
で
会
議
今

　

 

題
課
る
れ
さ
先
優
で
市
同

施
理
処
み
ご
い
し
新
、
は

師
護
看
･
師
医
と
設
建
設

。
消
解
の
足
不

島
市
同
、
年
４
２
０
２

　

は
設
施
理
処
み
ご
の
田
新

数
年
用
耐

の
20

え
迎
を
年

ご
の
区
地
和
大
市
同
。
る

の
市
沼
魚
う
担
を
理
処
み

で
す
、
は
ト
ン
ラ
プ
コ
エ

年
４
ぎ
過
を
数
年
用
耐
に

時
同
で
設
施
両
。
過
経
が

が
止
休
検
点
と
障
故
に
期

域
地
沼
魚
む
含
を
町
沢
湯

た
新
の
理
処
み
ご
の
体
全

、
が
る
れ
ら
め
求
が
設
施
な

の
地
定
予
設
建
、
は
ず
ま

会
議
算
決
の
算
予
度
年
前

で
会
議
る
す
置
位
に
間
の

正
改
の
例
条
、
算
予
正
補

、
り
な
と
題
議
な
主
が
ど
な

行
進
事
議
な
調
順
的
較
比

。
る
あ
も
で
期
時
の

で
議
会
本
の
日
初
会
議

　

度
年
前
、
定
決
の
期
会
は

計
会
別
特
、
計
会
般
一
の

グ
ロ
プ
・
語
英
、
困
貧
の

防
殺
自
、
育
教
グ
ン
ミ
ラ

人
、
ス
ロ
品
食
、
策
対
止

の
ど
な
化
齢
高
・
少
減
口

が
決
解
に
気
一
が
だ
要
重

げ
上
り
取
が
題
問
い
し
難

。
た
れ
ら

３
、
は
会
議
例
定
月
６

　

の
月
９
、
議
審
算
予
の
月

の
て
い
つ
に
正
改
例
条
や

や
方
え
考
の
長
市
、
告
報

所
る
べ
述
て
い
つ
に
針
方

正
補
の
度
年
今
、
明
表
信

の
ど
な
正
改
例
条
、
算
予

。
た
れ
わ
行
が
議
審
の
案
議

る
よ
に
員
議
、
は
日
翌

　

わ
行
が
告
通
の
問
質
般
一

ま
を
問
質
の
へ
政
市
、
れ

答
回
は
市
沼
魚
南
、
め
と

は
間
日
３
の
後
以
れ
こ

　

建
業
産
「
」
教
文
務
総
「

い
と
」
生
厚
会
社
「
」
設

が
会
員
委
任
常
の
つ
３
う

市
に
と
ご
野
分
、
れ
か
開

論
議
・
査
調
る
す
関
に
政

。
た
れ
さ
な
が

の
数
複
が
員
議
の
人
一

　

が
と
こ
る
す
属
に
会
員
委

１
は
に
会
員
委
各
、
く
多

。
る
れ
ら
て
当
割
つ
ず
日

関
に
会
議
が
民
町
、
し
証

う
よ
る
す
画
参
ち
持
を
心

。
す
話
と
る
め
進
を
備
整

平
、
は
で
告
報
政
行

　

成

30

ス
、
は
客
光
観
の
度
年

に
加
増
の
設
施
光
観
外
屋

・
１
０
１
比
年
前
、
り
よ

。
た
し
明
判
が
と
こ
た

。
加
増
く
近
割
８
ら
か
割
４

。
る
れ
わ
い
と
た
び
伸

高
る
び
浴
を
目
注
今
昨

　

に
故
事
通
交
る
よ
に
者
齢

平
も
で
町
同
、
し
連
関

成

29

運
者
齢
高
ら
か
月
８
年

事
援
支
納
返
主
自
許
免
転

５
の
度

月
31

３
の
で
ま
日

ち
う
の
ず
ら
足
年

に
82
人

。
た
し
納
返
が

日
２
は
問
質
般
一

　

間
10３

、
し
対
に
問
質
の
つ
一

で
が
問
質
の
加
追
で
ま
回

間
時
ち
持
、
き

は
60

。
分で

選
方
地
一
統
の
回
今

は

41

挙
選
５
４
９
の
県
府
道

選
１
７
３
の
割
４
約
の
区

投
無
が
人
２
１
６
で
区
挙

 

町
幸
正
村
田
（
町
沢
湯

定
月
６
会
議
町
同
の
）
長

６
、
が
会
例

月
11

か
日

ら

19

程
日
の
間
日
９
で
ま
日

、
告
報
政
行
、
れ
わ
行
で

正
補
計
会
般
一
の
度
年
今

い
つ
に
案
議
６
ど
な
算
予

。
た
れ
わ
合
し
話
て

議
月
６
度
年
今
の
町
同

　

会
議
の
後
直
選
改
、
は
会

選
改
の
月
４
。
た
し
行
進

と
員
定
が
者
補
候
立
は
で

上
り
取
も
で
問
質
般
一

　

も
で
町
同
、
が
た
れ
ら
げ

会
議
同
、
め
強
を
感
機
危

民
町
「
は
長
議
正
雲
南
の

る
れ
さ
頼
信
た
れ
か
開
に

と
的
目
を
」
築
構
の
会
議

本
基
会
議
町
沢
湯
「
た
し

検
で
年
４
期
今
を
」
例
条

ト
ン
ベ
イ
か
と
僚
同
場
職
。
い
し
ら
る
れ
ば
呼
も
と
』
婚

に
題
問
な
的
国
全
が
題
問
者
継
後
の
加
増
率
比
身
独
涯
生

抗
対
人
個

戦
60

高
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で
何
は
法
方
る
え
使
ど

ぶ
学
、
い
合
け
助
に
い
互

い
い
も
て
と
は
に
的
体

試

打
。
た
き
で
が
と
こ
る
す

し
識
意
を
と
こ
ぐ
繋
も
席

び
運
合
試
た
い
着
ち
落
て

歩
一
と
あ
、
が
た
来
出
が

工
央
県
潟
新
、
ず
ば
及
が

と
形
る
れ
さ
押
に
撃
打
の

塩
、
り
終
が
会
大
の
夏

　

５
生
年
３
の
校
高
工
商
沢

は
在
現
、
退
引
に
既
は
人

生
年
１
と
ん
さ
莉
杏
本
岡

人
一
手
選
吹
尉
井
酒
の

が

練
の
で
同
合
校
３
に
既

　

。
る
け
続
を
習
練

を
ム
ア
ジ
タ
ス
の
元
地

　

は
場
会
、
日
当
合
試
、
に

し
用
利
を
ス
バ
迎
送
料
無

も
客
観
た
し
り
入
場
会
て

の
者
係
関
や
者
護
保
。
た

ド
ン
タ
ス
ン
イ
メ
、
か
ほ

一
の
ど
ほ
す
く
尽
め
埋
を

を
力
に
援
声
の
そ
は
手
選

回
今
「
、
は
督
監
井
坂

　

で
人
１
、
て
見
を
会
大
の

り
や
を
球
野
校
高
く
多
も

や
増
を
手
選
う
い
と
い
た

独
単
ば
れ
き
で
。
い
た
し

い
て
し
指
目
を
場
出
の
で

田
戸
。
る
語
と
」
い
た
き

強
に
葉
言
の
督
監
も
手
選

。
た
い
て
い
ず
な
う
く

活
職
就
や
学
進
、
後
今

　

３
る
い
て
え
控
も
ど
な
動

た
い
着
ち
落
、
が
だ
生
年

話
と
す
出
を
顔
に
活
部
ら

の
年
来
に
既
、
く
な
と
こ

し
出
き
動
、
え
据
見
を
夏

。
る
い
て

市
沼
魚
南
、
日
７
月
先

　

令
の
催
主
）
長
市
男
茂
林
（

総
民
市
沼
魚
南
度
年
元
和

。
た
れ
わ
行
が
練
訓
災
防
合

、
体
身
、
命
生
の
民
住
域
地

た
る
守
ら
か
害
災
を
産
財

対
急
応
と
応
対
動
初
、
め

災
防
、
し
施
実
を
練
訓
策

る
図
を
化
強
実
充
の
動
活

。
た
れ
わ
行
で
的
目

学
小
沢
塩
の
沢
塩
市
同

　

主
を
）
長
校
茂
井
富
（
校

通
交
土
国
、
て
し
と
場
会

奉
字
十
赤
、
隊
衛
自
、
省

な
防
消
、
察
警
、
団
仕

ど

29

。
た
し
加
参
が
体
団

車
局
便
郵
の
置
設
M
T
A20

き
続
手
ら
な
下
以
円
万

能
可

た
し
加
参
て
め
初
回
今

　

会
式
株
政
郵
本
日
に
両
車

あ
が
局
便
郵
型
両
車
の
社

は
、
は
で
内
両
車
同
。
る

Ｔ
Ａ
、
売
販
手
切
・
き
が

を
務
業
険
保
・
融
金
、
Ｍ

。
う
扱
り
取

い
ど
ん
と
ほ
は
人
る
い
て

を
書
証
で
末
端
め
た
い
な

て
べ
調

、
20

の
下
以
円
万

き
続
手
の
ど
な
い
払
常
非

。
る
き
で
も

昨
、
は
両
車
の
日
の
こ

　

平
「
の
月
９
年

成
30

北
年

に
」
震
地
部
東
振
胆
道
海

常
通
、
で
両
車
た
し
動
出

会
式
株
障
保
備
警
合
綜
は

台
５
に
社
支
川
奈
神
送
警

。
る
い
て
れ
さ
管
保

が
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
に
両
車
同

　

業
送
輸
金
現
、
れ
さ
置
設

郵
本
日
、
め
た
る
あ
も
務

車
・
送
搬
、
が
社
同
と
政

。
ぶ
結
を
約
契
の
管
保
両

火
、
他
の
害
災
は
両
車
同

な
き
で
が
業
営
で
ど
な
災

全
て
け
受
を
請
要
の
ら
か

。
る
す
動
出
へ
国

し
当
担
を
搬
運
日
の
こ

　

の
課
二
第
送
警
社
支
同
た

郵
は
営
設
、
で
み
の
送
搬

に
地
現
。
う
行
が
員
局
便

行
飛
や
車
電
は
後
た
け
届

。
う
い
と
る

ど
な
方
地
国
中
・
州
九

　

績
実
た
し
動
出
に
地
災
被

庫
兵
も
日
の
こ
、
り
あ
が

。
た
い
て
し
動
出
台
１
に
県

団
旅
動
機
中
空

で
部
間
山

し
出
炊
の

隊
連
科
通
普
２
第
の
田
高

隊
部
リ
ヘ
、
は
隊
中
３
第

る
す
有
を

第
12

群
（
団
旅

に
下
揮
指
）
村
東
榛
県
馬

旅
動
機
中
空
「
、
り
あ

。
る
あ
が
名
別
の
」
団

け
付
け
駆
に
地
災
被
く
早

と
こ
う
行
を
動
活
援
救
て

国
全
、
は
隊
部
る
き
で
が

い
と
所
か
１
団
旅
同
も
で

。
る
れ
わ

域
地
の
南
ら
か
市
附
見

　

、
め
た
る
あ
で
部
間
山
は

同
る
え
使
を
リ
ヘ
に
動
移

。
る
い
て
し
当
担
が
隊
中

歩
、
は
と
隊
連
科
通
普

　

わ
い
で
称
総
の
当
担
科
兵

。
隊
部
兵
歩
化
械
機
る
ゆ

が
員
隊
の
門
専
は
し
出
炊

全
、
く
な
は
で
け
わ
う
行

。
く
就
に
務
任
で
代
交
が
員

た
し
意
用
が
市
沼
魚
南
は

可
許
、
は
員
隊
に
的
本
基

。
い
な
し
に
口
く
な

」
験
体
雨
の
一
本
日
「

ら
か
雨
豪
の
部
南
州
九

　

土
国
、
日
の
こ
い
な
も
間

置
装
験
体
雨
降
の
省
通
交

 

雨
間
時
が
童
児
の
小
同

量

20

。
た
し
験
体
を
雨
降
の

平

　

成
23

・
潟
新
月
７
年

町
日
十
、
は
で
雨
豪
島
福

２
１
量
雨
間
時
大
最
で
市

雨
の
一
本
日
「
の
後
最

　

雨
る
降
に
図
合
を
」
す
で

昭
和
57

７
年

月
23

長
、
日

時
大
最
は
で
市
崎
長
県
崎

。
た
出
が
害
被
な
き
大
、
し

雨
じ
同
ぼ
ほ
と
雨
の
こ

　

で
量

、
10

と
だ
雨
の
ど
ほ
む
す
か
く

。
う
い

を
靴
長
、
具
雨
、
さ
か

　

、
が
だ
験
体
の
て
し
備
装

童
児
に
雨
る
け
付
き
た
た

声
な
う
よ
の
鳴
悲
は
ら
か

れ
け
な
し
験
体
。
る
出
が

に
量
雨
い
な
ら
か
わ
ば

。
た
れ
か
聞
が
想

、
は
紋
の
社
神
坂
八
「

　

菜
野
、
と
ら
び
花
の
枚
五

り
た
あ
の
こ
。
匠
意
た
し

様
神
氏
と
だ
り
切
輪
は
で

か
だ
礼
失
に
社
神
坂
八
の

ん
さ
え
ま
お
、
る
切
に
め

の
た
れ
く
て
し
話
う
そ

　

坂
今
の
代
総
社
神
坂
八
が

ら
か
区
地
他
。
ん
さ
作
誠

、
は
ん
さ
嫁
お
た
来
で
い
嫁

そ
、
ら
か
母
祖
義
や
母
義

わ
習
の
そ
、
り
わ
教
を
れ

継
き
引
に
代
世
の
次
を
し

。
う
い
と
だ
の
く
い
で
い

神
御
の
社
神
坂
八
、
た
ま

お
て
来
出
で
木
の
柿
は
体

け
い
は
て
え
植
を
柿
、
り

。
る
あ
も
習
旧
う
い
と
い
な

柿
が
家
い
な
ら
知
を
れ
こ

え
植
を
木
の
柿
「
き
と
た

立
が
判
評
と
」
だ
ら
か
た

り
祭
夏
は
体
神
御
の
こ

　

７
の

月
18

輿
神
、
に
朝
日

域
地
の
子
氏
、
れ
さ
移
に

渡
て
け
か
半
間
時
４
へ
内

体
神
御
。
る
れ
わ
行
が
御

し
々
神
と
う
ま
し
て
見
を

ぶ
つ
が
目
、
に
え
ゆ
が
い

神
は
司
宮
、
れ
さ
と
る
れ

た
の
束
装
、
際
す
移
に
輿

。
う
行
て
し
隠
い
覆
で
と
も

き
開
道
は
頭
先
の
輿
神

　

。
こ
ひ
た
る
さ
、
様
神
の

さ
任
に
番
順
が
人
の
町
上

は
代
総
子
氏
。
役
大
る
れ

加
参
で
）
も
し
み
か
（
裃

人
２
３
１
は
年
今
。
る
す

を
域
地
が
様
神
で
列
隊
の

お
は
民
住
。
た
い
歩
り
練

玄
し
意
用
を
儀
祝
ご
に
盆

。
つ
待
を
御
渡
輿
神
で
先
関

の
心
中
ト
ン
ベ
イ
や
台
屋

祭
、
が
い
し
楽
は
り
祭
夏

聞
を
史
歴
や
り
ま
始
の
り

参
お
の
へ
様
守
鎮
、
と
く

。
い
な
せ
か
欠
は
り

第
21

り
じ
か
る
ま
ゆ
あ
「
回

か
る
ま
ゆ
あ
市
沼
魚
南
」
祭

催
主
会
員
委
行
実
祭
り
じ期  

８
月
24

後
午
）
土
（
日

ら
か
時
２

 

場  

野
魚
町
日
六
市
沼
魚
南

敷
川
河
流
下
橋
戸
坂
川

 

費  

、
円
０
０
５
２
り
売
前

）
込
税
（
円
０
０
８
２
日
当

催
の
域
地
は
で
聞
新
国
雪

　

ら
知
お
う
祝
を
生
誕
お
、
し

載
掲
も
報
情
み
や
悔
お
、
せ

。
す
ま
し
た
い

・
名
人
る
す
場
登
（
例
示
表

あ
で
空
架
は
等
称
名
・
名
地

係
関
は
と
の
も
の
在
実
、
り

）
ん
せ
ま
り
あ

10

）
略
称
敬
（

市
沼
魚
南

雪
美

　女
長

　郎
太
国
雪

町
沢
湯

男
朝

　男
次

　子
花
聞
新

10

）
略
称
敬
（

市
沼
魚
南

一
国
雪

　町
日
六

郎
99

町
沢
湯

太
刊
朝

　
　沢
湯

郎
88

心
尽
見
伏
「
に
都
京

　

。
る
あ
が
会
う
い
と
」
塾

氏
治
克
木
鈴
の
頭
塾
。
た

の
世
の
ら
か
れ
こ
「
、
は

は
で
値
差
偏
の
力
学
、
中

必
が
』
値
差
変
『
、
く
な

。
る
す
張
主
と
」
る
あ
で
要

今
な
難
困
測
予
、
は
れ
こ

言
と
者
り
わ
変
、
代
時
の

い
し
新
の
い
ら
く
る
れ
わ

要
必
が
力
行
実
と
力
想
発

。
る
あ
で
え
考
の
と
る
あ
で

、
は
本
る
す
介
紹
回
今

　

祝
前

　メ
ス
ス
の
祝
予
「

す
ひ
の
者
著
。
）
版
出
ト

介
啓
嶋
大
・
う
ろ
た
こ
い

値
差
変
に
も
と
は
氏
両
の

予
「
と
ん
な
、
く
高
が

う
よ
え
変
を
本
日
で
」
祝

」
祝
予
「
。
る
い
て
し
と

に
先
、
び
喜
に
先
、
は
と

が
と
こ
い
よ
。
と
こ
う
祝

て
き
起
が
と
こ
い
よ
、
く

始
を
事
物
、
も
て
く
な
い

祝
、
び
喜
ず
ま
に
前
る
め

考
う
い
と
事
大
が
と
こ
う

は
祝
予
。
る
あ
で
方
え

も
と
」
い
祝
前
の
気
本
「

。
る
え
言

、
て
く
な
れ
売
が
歌
。
ん
さ

に
多
博
の
郷
故
ら
か
京
東

や
を
歌
、
う
も
「
、
り
帰

」
！
な
る
め
や
「
と
る
す

、
て
し
そ
。
喝
一
が
母
と

。
た
げ
か
か
と
々
高
、
ぎ
つ

め
お
功
成
、
ん
さ
矢
鉄
「

か
。
す
ま
い
ざ
ご
う
と
で

あ
で
の
た
ね
重
を
杯
祝
で

ブ
に
気
一
と
あ
の
こ
。
る

な
み
、
は
の
た
し
ク
イ
レ

。
り
通
の
じ
存
ご
ん
さ

と
こ
な
ん
そ
、
か
さ
ま

　

進
み
読
ら
が
な
い
思
と
が

、
ん
さ
雄
茂
嶋
長
の
球
野

義
正
孫
の
ク
ン
バ
ト
フ
ソ

す
躍
活
で
園
子
甲
、
ん
さ

の
々
数
ど
な
児
球
校
高
る

、
に
ら
さ
。
る
く
て
出
が
例

な
顔
笑
祝
予
や
記
日
祝
予

つ
、
で
載
満
も
法
方
の
ど

。
る
な
く
た
し
試
い

予
で
塾
心
尽
都
京
は
私

　

事
、
来
以
て
し
験
経
を
祝

。
る
い
て
し
祝
予
に
毎
る
あ

、
め
始
も
記
日
祝
予
は
頃
近

を
か
何
ら
か
れ
こ
。
る
い

祝
予
ひ
ぜ
、
に
方
る
め
始

。
い
た
し
め
勧
お
を

」
る
め
つ
み
し
ら
く
「

目
を
る
か
わ
く
よ
ら
か

。
す
ま
し
指

良
り
よ
が
域
地
の
こ

　

に
め
た
る
な
に
所
場
い

て
べ
す
る
い
て
し
動
活

。
す
ま
し
援
応
を
人
の

。
す
ま
き

た
り
知
も
ん
さ
な
み

　

た
み
て
し
論
議
と
こ
い

と
こ
い
た
え
伝
と
こ
い

せ
寄
お
で
ま
部
集
編
を

。
い
さ
だ
く

。
す
ま
り
あ

域
地
の
域
圏
沼
魚
南

　

年
７
て
し
刊
廃
が
聞
新

。

30

の
く
多
数
で
ま
前
年

い
て
け
続
を
動
活
が
聞

。
た
し
ま

別
特
も
に
聞
新
の
ど

　

点
視
た
れ
優
や
能
才
な

せ
ま
り
限
は
と
る
あ
が

し
通
共
、
が
た
し
で
ん

か
わ
く
よ
で
近
身
「

。
た
し
で
」
る

も
聞
新
の
ち
た
私

　

明
説
た
し
視
無
を
者
心

語
飾
修
く
付
に
説
解
や

す
「
」
る
か
わ
く
よ
「

。
す
で
」
る
か
わ
ぐ

説
解
ら
か
め
始
か
誰
「

と
」
か
い
な
れ
く
て
し

、
し
す
ま
り
な
く
た
び
叫

れ
さ
残
り
取
ら
か
界
世

が
時
る
な
に
ち
持
気
た

。
す
で
者
曲
の
か
な
か
な

が
と
こ
た
し
致
合
と
と

。
ん
せ
ま
り
あ

す
や
り
か
わ
「
や
今

　

語
用
門
専
る
げ
掲
を
さ

を
さ
解
明
「
」
章
文
の

が
」
雑
複
と
解
難
う
装

初
。
た
し
ま
り
な
に
代

あ
が
と
こ
い
な
ら
知

　

の
そ
。
す
ま
し
索
検
で

て
え
教
ら
か
歩
初
と
る

ま
し
が
気
な
う
そ
れ
く

そ
、
ど
ん
と
ほ
、
が
す

い
な
が
響
影
の
語
単
の

。
す
ま
り
か
わ
が
と
こ

も
」
問
質
る
あ
く
よ
「

聞
新
の
域
地

て
め
つ
み
し
ら
く

間伐後は広葉樹も残し、自然な森にかえす

進むスギの高齢化
田んぼ５１００枚分の森

に
尿
排
の
回
２

０
０
５
水

㎖

れ
守
を
産
財、
体
身、
命
生
ら
か
害
災

年
元
和
令

年
元
和
令

八坂神社の御神紋

背中にキュウリの輪切り背負う
」
値
差
変
「る
く
つ
を
来
未

メ
ス
ス
の
祝
予
『

  

』
則
法
の
い
祝
前

夏山登山

奥まで見通せる林は健全さの証し

単独参加するぞ
頼りになるマネージャーと練習の日々

塩沢商工高校野球部

粉末もある市販の経口補水液

たった一人になった 1年生の酒井選手上達が早い岡本マネージャー
御神紋は、五瓜に唐花、木瓜ともいう

。
ン
リ
ソ
ガ、
油
灯
は
料
燃
の
理
調

  

告
報
も
間
時
と
減
加
火

雨の量は体験できるが、周囲の状況までは想像が困難
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